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日
本
の
大
学
は、
果
た
し
て
国
際
競

争守刀
を
持っ
てい
る
ん
で
しょ
λが。

少

なくとも国
際
的
な知
的
領域
で
は

疑問
で
すね。
二
十一
位
紀
の
日
本
に

とっ
て盟
裂
なこ

とは知
的
な国
際
ロ

献
だ
と
思
？ん

ですが、
拠
点
と
なる

べ
き大
学
の
現
状
を
み
る
と、
こ
の
ま

まで
い
い
の
か
とい
う思
い
に
か
られ

ます。

知の国際貢献

第4 2 5 0 0号

日
本
社
会
は
すべ
て
に
お
い
て
縦
割

りなん

ですよ。

官僚機構
に
し
て
も、

大
学
に
し
て
も。
若
者
た
ち
は
大
学
を

人生
設
計
の中
で
迦
ん
で
い
る
の
明んは

なく、
だ
い
たい
偏
差
値
で
決
めた
り

し
て
い
る。一
度
そ
の大
学
に入
る
と、

自
分
の
個性
と
合
わ
ない
分
野で
もや

り
続
け
るこ
と
に
なる。
そ
の
辺
を横

断的
に
切
り開くこ
と
が
い
ま必
要
な

ん
で
す。
一
橋
大
学

と東京工

業大学、

東京

医
制
歯
制
大
学、
墓泉
外
国
語
大
学
は

1 

中悲
嶋量清さかX山ろく
嶺
雄
さ
ん

「大
学
連
合」
を組
む
予
定
で
す。
東

京
外
大
は、
学
内
酎揺
をE
ね
て
来
年

四
月
ス
ター
ト

の穴学
連
合へ

の容加

を

目指し
てい

申寄九

そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
が
高
く
伝

統もあ

る
国立
大
学

で古力

K完ば共
鳴

効
果
が出
る。
一
つ
の
大
学
で
は
や
り

に
く
い
複
合
領
域
や
学
際
的
な
領
域
の

連A昂策
を
した
り、
編
入

学や複数

学位
取
得
を
可
能
にし、
博士
論
文
の

共
同
審査

手すると
か・：。
い
ろ
い
ろ

な
可
簡
性
を
探
る
Z、
学
長
同士
で

将
来
の
夢
を
語っ
た
の
が
発
蹴
で
す。

東
京
大
学
な
どい
わ
ば
旧
帝
大
と違っ

た専
門
性
と
相官一
璽
窪
を持っ
た
国

際
的
な
存在
に
なる
は
ず
で
す。

こ
れ
まで
の国立
大
学
は
競
争
原理

が人生す、
一
度
助
手
に採
用
さ
れ
れ

ば
そ
の

まま教授
に
な
れ
る
な
ど、
ぬ

るま掲
の中
で
過ご
し
て考
量
し
た。

で
も
世
界は、
もっ
と
遭っ
た
競
争
の

中
で
動い
てい
ま
す。
日
本
の大
学、

特
に
国立
大
学
は、

・空語送
船
団
方

式
で
やっ
てい
く
時
代じゃ
ない
で
す

ね。

壁μ

を
破
る
4
大
学
連
合

少
子
化
が
進
ん
で
も、

高等教育は

まず

古亨E
喪
に

なり草委。
社
会
人

の
再
教
育
とか
留
学生
の
受
げ
入
れ
と

か、
対
応
に
よっ
て非
常
に
可
能
性
が

広
が
る。
一
方
で、
工
夫
し
ない
で
い

ると志
願
者

も策審りな
く
なっ
て
し

審つ。
だ
から、
国立
大
学
を
従
来
の

国
の組
織
から切
り離
し、
法
人
格
を

もた
せ
る
独立
行
政
法
人
化
は、
本
当

に
や
る
気
の

ある大学、
個
性
的
な大

学
に
とっ
て
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
で

す。

私
が
国
際
事
務
総
長
を
務
め
てい
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

交流機構
（
U
M

A
P）
は、
ア
ツ
ア
太
平
洋
地
域全
体

で単位
互
換
接
選
め主マ
と
し
てい
ま

す。
圏
内だ
け
で
なく
国
際
的
に
も、

大
学
問
の堕
を低
く
し4？
と
し
てい

東京
外
国

語大学
長。
国立
大
学協
会
副
会
長、
文
部省
大
学
密議
…

会
特

別蚤口な
ど
の立
場
で
大

学改箪に
取

り担%

松杢市出
身。

・
臼
能。
岡市
神田

の自宅
「望
岳
山
荘」
で。

る
ん
で
す。
全
世
界
な

り留学生
を
受

け入
れ
てい
くこ
と
も大
事
な
国
際
買

献

です。
白
本へ
の留
学
は盛
が高
い。

こ
れ

を変え
てい
か
なけ
れ
ば、
ア
ゾ

ア
の
優
努
な学生

が占Jrつ
に
米
国
な
ど

に
流
れ
て
レ寄っ。
な
に
も
お金
（
円

借
款
な
ど）
と
か、
P
K
O
（
国
連平

和
維
持
活
動）
と
か
だ
け
で
なく、
知

的
な
レベ
ル
の国
際
貿献
が
大
事
だ
と

思『つ
ん
で
す。

a 

「民の時代」へ

二
十一
世
紀
は、
グロ
ーバ
ル
他
の

時
代
とい
わ
れ
る
主
つに
国
境
が
だ
ん

だ
ん
低
く

なり孟す。
人

の交流
に
し

て
句
経
済
に
し
て
も、
I
T
（
情
報

技
術）

革命
にして
も、
国
家
とい
う

よ
り
民

闘が主
役。
二
十
世
紀
は
「公

の
時
代」
で
した
が、
二
十一
世
紀
は

「
民
の
時
代」
で
す。
公
の
時
代
は
結

局、
国
が主

導レますか
ら、
そこ
に

栂力が介在
し、
非
人間
的
な状
況も

生
じ
る。
社
会主
義
や
開
発
独
裁
が
そ

れ
で
す。
もう少
し
人間
的
な
社
会
を

考
え
てい
く
と、
お

のずエ）
国
家
とい

う
の
は
変容
U
てい

主広す。
も
ち
ろ

ん
国
家は
必
要
で
すか、
従
来
の堕
は

確
実
に低
く
な
り、
思
わ
ぬ
人
の交
流

が生
まれ
る。
そうい
う時
代
が二
十

一
世
紀
なん
で
す。

私
の
ゼ
ミ
の
女
子
学生
だっ
たん
で

すが、
数
年
前
に
米
国へ
留
学
し、
帰

国
後

は青年海外
協
力
隊
員
と
し
てパ

ナマ
で福
祉
活
動を
し
てい
ま
した。

大
学
で
学
会～ロ
シ
ア
語
や
英語、
現

地
で
身
に
付け
たスペ
イ
ン
語
を駆
使

し
て、
国
際
的
に活
躍
し
てい
る。
学

生
時
代
・か月り
目立っ
てい
たわ
け
じゃ

ない
ん
で
す
よ。

そ
の
教え
子
が
先
日
帰っ
て
き
て、

今

度は国
連
の活
動
に
容加
する
の
で

ニュ
ーヨ
ー
ク
に
行
く
！
と
言っ
てま

した。
私
た
ち
の
時
代
に
は
考

えられ

な
かっ
た
挑戦
で

すよね。
も
のすご

く
大
き
な
世
界
で生
き
てい
る。
大
学

は、
そ－
pu
た
若
者
を
育
てたい
ん
で

す。
それ
が
国
際貫
献
だ
と思
うん
で

す平均
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